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　2 月 24 日、麗澤大学の学生 4 名が来訪し講師役となり、天塩高校１学
年の総合的な探究の時間にて地域課題をテーマにしたグループワーク授業
が行われました。そこで用いられた RESAS（リーサス）とペルソナ設計
について紹介したいと思います。
　「RESAS」とは、地域の人口・産業・来訪者・経済などの指標データを
地図やグラフにより市町村単位で可視化する国が構築した地域情報分析シ

　天塩町地域おこし協力隊の鷹尾です。近頃は雪解けとと
もに明るい陽が差す日が増えて、春を感じるようになって
参りました。それと同時に鹿の道路横断急増にも春の訪れ
を感じておりますが、みなさまはいかがお過ごしでしょう
か。今回の協力隊通信では、天塩川歴史資料館のウェブサ
イト公開予定日をお知らせいたします。

　天塩川歴史資料館ウェブサイトは、来る 4 月 1 日水曜
日に公開を予定しております︕　来館案内や開館カレン
ダーをはじめ、展示の見どころや各種デジタルコンテンツ
など、お楽しみいただけるコンテンツを鋭意準備中です。
　サイトリンク等のアクセス方法はウェブサイト公開後に
改めてお知らせいたしますので、もう少々お待ちください。

　また、天塩川歴史資料館はいよいよ 4 月 21 日火曜日に
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ステムです。大学生からRESASの使い方をレクチャー
された後、生徒たちはこれを用いて、男女比、年齢、
来訪時間帯などさまざまな情報を確認し、天塩町の来
訪者に関するデータを調べました。
　その数値をもとにペルソナの設定を行いました。ペ
ルソナとは、対象となる “ある一人の人物” を想定し、
年齢や性別、職業、家族構成、悩みやニーズなどを仮
想の人物像を設定する手法です。どのグループも人物
の年齢は若い傾向で共通していましたが、それ以外の
要素は大きく異なり、視点の違いがよく表れていまし
た。同じ町に住む、あるいは訪れる人でも背景が変わ
れば必要とするサービスや感じる不便は異なります。
生徒たちが設定した人物像に合わせて課題を考えるこ
とで、町の課題解決・活性化のアイデアを考える探究
の方向性がより具体的になり、解決策の質も高まっていくと考えられます。
　今回の授業では、これまでの学びを踏まえ、データ分析と人物像の設定を組み合わせて、次年度の探
究学習に向けたより実践的な活動へと発展させる機会となりました。今回の経験で得られた新たな視点
や思考は、生徒たちの今後の探究や地域を理解するに大きな力となると思いました。（前川）

今年度最初の開館日を予定しております。ご来館のみなさまに楽しんでいただけるよう
に 2026 年も色々な企画を考えて参りますので、ぜひお越しください。みなさまのご来
館をお待ちしております。（鷹尾）


